
不
要
に
な
っ
た
測
量
器
械
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

会
社
や
事
務
所
で
不
要
に
な
っ

た
測
量
器
械
（
特
に
、
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ

ｂ
ｌ
ｅ
社
の
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
、

ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
電
子

レ
ベ
ル
及
び
バ
ー
コ
ー
ド
標
尺
、

自
動
レ
ベ
ル
、
電
子
平
板
、
ク
ロ

ソ
イ
ド
定
規
等
）
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
母
校
で
の
実
習
器
械
と
し
て

利
用
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
・
事
務
局
だ
よ
り

【
　

資
格
・
免
許
　

】

・
測
量
士
の
申
請

　

母
校
を
卒
業
し
て
２
年
の
実
務

経
験
を
経
る
と
測
量
士
の
申
請
が

可
能
で
す
。
卒
業
時
に
測
量
士
補

の
登
録
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
修
了

証
明
書
は
不
要
で
す
。
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
土
地
家
屋
調
査
士

　

母
校
で
は
、
土
地
家
屋
調
査
士

の
資
格
取
得
を
目
指
す
方
へ
、
東

京
法
経
学
院
大
阪
校
と
提
携
し
た

Ｗ
ス
ク
ー
ル
「
土
地
家
屋
調
査
士

コ
ー
ス
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
も
資
格
取
得
を
目
指
し

て
同
学
院
に
通
学
ま
た
は
通
信
教

育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
特
別
減

免
学
費
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
学
院
へ
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
時
に
、
近
畿
測

量
専
門
学
校
卒
業
生
で
あ
る
旨
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
）

【 

卒
業
・
入
学 

】

　

第
55
期
生
卒
業
式
が
、
令
和
７

年
３
月
19
日
、
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー

ナ
大
阪
に
て
姉
妹
校
で
あ
る
日
本

写
真
映
像
専
門
学
校
と
合
同
で
挙

行
さ
れ
、
35
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

第
56
期
生
入
学
式
は
、
令
和
７

年
４
月
８
日
、
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー

ナ
大
阪
に
て
姉
妹
校
で
あ
る
日
本

写
真
映
像
専
門
学
校
と
合
同
で
挙

行
さ
れ
、
35
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

【
　

卒
業
証
明
書
の
発
行
　

】

　

卒
業
証
明
書
や
成
績
証
明
書
は
、

申
込
受
付
完
了
日
か
ら
５
営
業
日

目
に
発
行
い
た
し
ま
す
。
証
明
書

類
が
必
要
な
場
合
は
、
お
早
め
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

申
込
は
、
母
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
「
各
種
証
明
書
の
申
請
」
ペ
ー

ジ
か
ら
で
き
ま
す
。
発
行
手
数
料

の
納
付
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

コ
ン
ビ
ニ
払
い
、
ペ
イ
ジ
ー
等
か

ら
選
べ
ま
す
。

【
　

連
絡
先
不
明
会
員
　

】

　

第
42
回
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案

内
は
が
き
は
、
６
月
初
旬
に
発
送

い
た
し
ま
し
た
。
案
内
が
届
か
な

い
会
員
は
宛
先
不
明
で
事
務
局
に

返
送
又
は
未
発
送
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

ー
ル
に
て
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

新
入
会
員
紹
介
（
令
和
６
年
度
卒
業
生
）

が
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
役
立

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
何
事
に
も

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、
職
場
や

社
会
か
ら
認
め
ら
れ
る
技
術
者
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｙ

（
情
報
測
量
学
科
卒
業
／
株
式
会

社
国
際
デ
ー
タ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
）

　

入
社
し
て
か
ら
一
か
月
、
学
ぶ

こ
と
や
新
し
い
発
見
が
多
く
、
日

々
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
の
入
社
式
の
後
、
一
週

間
の
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修

で
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
会
社
の

業
務
に
つ
い
て
学
び
、
勤
務
地
の

大
阪
で
は
基
礎
技
術
の
講
習
を
受

け
ま
し
た
。
職
場
の
人
た
ち
は
と

て
も
や
さ
し
く
接
し
、
質
問
に
対

し
て
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ
さ
る

の
で
、
と
て
も
働
き
や
す
い
職
場

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
操
作
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
学
校
で
使
用
し
て

い
た
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
異
な
り
ま
す 　

日
ご
と
に
温
か
さ
が
増
し
、
汗

ば
む
陽
気
も
チ
ラ
ホ
ラ
う
か
が
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
水
準
測
量
、
横
断
測
量

や
流
量
観
測
等
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
の
中
で
、

器
械
の
据
付
、
観
測
方
法
や
手
簿

の
記
載
等
が
特
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
想
像
よ
り
も
力
仕
事
が
多
く
、

入
社
一
ヶ
月
で
体
重
が
５
ｋ
ｇ
減

っ
た
程
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、
先

輩
方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

先
生
方
か
ら
の
教
え
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
・
Ｔ

（
情
報
測
量
学
科
卒
業
／
株
式
会

社
北
斗
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
　

　

三
月
に
卒
業
し
、
四
月
に
就
職

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
社

後
直
後
は
新
人
研
修
と
し
て
、
同

期
と
共
に
各
部
門
の
事
業
紹
介
や
、

社
会
人
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
後
は
、
配
属
先
と
な
る
支

社
ビ
ル
の
案
内
や
使
用
ソ
フ
ト
の

操
作
練
習
を
し
ま
し
た
。
弊
社
で

は
、
主
に
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
を
使
用
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
学
校
で
は
採
用

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
諸
先
輩

方
か
ら
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

処
理
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
先
輩
に
質
問
す
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
が
多
く
を
学
び
、
こ
れ

か
ら
入
社
す
る
後
輩
に
多
く
の
こ

と
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
・
Ｋ

（
情
報
測
量
学
科
卒
業
／
株
式
会

社
日
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

こ
れ
か
ら
も
在
学
中
に
学
ん
だ

技
術
を
更
に
高
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｗ
・
Ｓ

（
情
報
測
量
学
科
卒
業
／
有
限
会

社
ト
ラ
イ
テ
ッ
ク
）

　

会
社
で
は
近
測
卒
業
生
の
先
輩

が
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
外
業
か
ら

内
業
ま
で
様
々
な
業
務
を
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
器

械
の
操
作
方
法
を
学
び
つ
つ
、
山

間
部
で
の
境
界
測
量
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
山
間
部
の
た
め
不
安
定

な
場
所
で
の
器
械
の
据
え
付
け
な

ど
厳
し
い
環
境
で
の
作
業
が
続
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
在
学
中
の

秋
と
冬
の
大
和
川
実
習
で
の
法
面

で
の
据
え
付
け
経
験
が
大
き
な
助

け
と
な
っ
て
お
り
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
就
職
し
て
か

ら
、
改
め
て
実
習
の
大
切
さ
を
実

感
す
る
日
々
で
す
。

　

測
量
調
査
部
に
配
属
に
な
り
、

内
業
よ
り
も
外
業
が
今
の
私
の
メ

イ
ン
の
仕
事
で
す
。
会
社
の
先
輩

方
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
毎
日
学
ぶ
こ
と
が
多
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
一
人
前
に
な
り

平
面
測
量
、
路
線
測
量
や
用
地
測

量
な
ど
多
く
の
業
務
を
任
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｒ

（
測
量
専
門
学
科
卒
業
／
都
市
開

発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
）

先
輩
と
私
の
３
名
。
測
量
設
計
会

社
は
調
査
士
の
父
が
経
営
さ
れ
て

い
る
た
め
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
職
場
で
あ
り
、
ご
紹
介
頂

い
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
私
の
目
標
は
、
調
査
士
補

助
や
測
量
業
務
に
早
く
慣
れ
る
こ

と
と
、
十
月
の
調
査
士
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
で
す
。
近
測
が
与
え

て
く
れ
た
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大

限
に
活
か
し
、
経
験
を
通
じ
て
会

社
と
と
も
に
成
長
し
続
け
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｈ

（
測
量
専
門
学
科
卒
業
／
山
本
測

量
設
計
株
式
会
社
）

　

入
社
し
て
一
か
月
。
教
室
で
課

題
を
仕
上
げ
て
い
た
日
々
が
、
も

う
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

入
社
と
同
時
に
土
地
家
屋
調
査

士
事
務
所
へ
出
向
し
、
補
助
者
と

な
る
べ
く
訓
練
を
受
け
る
一
方
、

在
籍
す
る
測
量
設
計
会
社
の
業
務

で
工
事
測
量
に
出
か
け
る
日
も
あ

り
、
こ
の
年
齢
（
現
在
55
歳
）
に

し
て
、
実
に
幅
広
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

事
務
所
は
近
測
卒
業
生
の
先
生
、
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